
「岡山県建設業者等の不正行為等に対する監督処分の基準」  

一部改正の概要 

 

１ 改正理由 

「物資の流通の効率化に関する法律」（平成 17 年法律第 85 号）が令和８年

４月に全面施行されたことに加え、建設工事の完成に必要となる建設副産物

や資機材等の運搬を建設業者が自ら行う場合についても関係法令の遵守徹底

を図るため、「建設業者の不正行為等に対する監督処分の基準について」（平

成 14 年３月 28 日付け国総建第 67 号）が、令和８年 10 月１日付けで一部改

正された。 

また、許可を受けないで建設業を営む者についても、同様の違反行為が想

定されるため、「許可を受けないで建設業を営む者に対する指導・監督のガイ

ドライン」（平成 17 年９月 30 日付け国土交通省総合政策局長通知）が、令和

８年 10 月１日付けで一部改正された。 

これらの改正に鑑み、「岡山県建設業者等の不正行為等に対する監督処分の

基準」（平成 19 年９月 11 日付け監第 595 号）について、処分対象となる公衆

危害や他法令違反を追加する等、所要の改正を行うもの。 

 

２ 改正内容 

  (1) 基準三の２の(1) 

      建設業者が公衆危害により処分対象となる場合に、役職員が自動車運転

死傷処罰法違反により刑に処せられた場合を追加する。  

  (2) 基準三の２の(4)の② 

   建設業者が建設工事の施工等に関する法令違反で処分対象となる場合

に、物流効率化法違反等を追加する。 

  (3) 基準四の２の(3) 

    無許可業者に対する粗雑工事等による重大な瑕疵による営業停止処分日

数を、３日以上から７日以上に変更する。 

  (4) 基準四の２の(4) 

      無許可業者が公衆危害により処分対象となる場合に、役職員が自動車運

転死傷処罰法違反により刑に処せられた場合を追加する。  

(5) その他、文言の修正等 

 

３ 施行日 

   令和８年 10 月 15 日 


